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　A メ ジ 管の 輝度劣 化の 問題 は 構 造 的 に みて 入 力面 の け

い光体そ の うらの 光電 面，さ らに 出力面の けい光体が あ

りますが，一
番劣化の 大 きい もの は光電面で ある と思い

ま す．

99，イ メ ジ ア ンプ リフ ァ イ ア 付属装置の 改良

　　　　　　島津製作所放射線事業部電子管工 場

　　　　　　　O 津田元久 ・平川　宗市 ・吉村　公男

〔目的〕

　 イ メ ジ ア ン プ リフ ァ イ ア の 電 源部
・
管容器

・
映像 分配

器を改良し，信頼性お よび操作性 の 向．ヒをはか る，

〔方法〕

　電源部は 従来 の 商用周波数交流電源 を ト ラ ン ス で 昇

圧 ・整流 して 25〜30kV を得る 方法に かえて ， 高周波発

振器 と コ ツ ク ク ロ フ ト回路 を用い た小形高電圧 発生 ブ ロ

ッ クを採用 した．こ の ブ ロ
ッ クは非常に 小形な の で，管

容器内に 収容す る こ とがで きる．

　さらに ，イ メ ジ 管 の 電源制御部お よ び映像分配器制御

部 を 1体とし，そ れ ぞれ を プ リン ト基板化した，

〔結果〕

　高電圧 電源部を高周波方式 と した の で，高 電圧 の リッ

プル が 減少し，イ メ ジ 管の 結像特性を改善する こ とが で

きた．

　これ に と もな っ て，
丶
制御部 の 回路 を プ リン ト基板化 し

た の で，装置の 信頼性が向上 し，保守点検お よび 据付が

はるかに 容易に な っ た．

』00．イ メ ジ ア イ ソ コ ン 管 を使っ た X 線 丁，V の 特性

　　　　　　東京芝浦電気株式会社玉川工 場

　　　　　　 渡辺 　広行 ・伊東　克俊 ・藤本　祐
一

101．ズ
ー

ム ィ メ ジ ァ ン プ リフ ァ イ ァ 間接撮影 と直接撮

　　 影 の 線量 比 較

　　　　　　　　　　　　島津製作所

　　　　　　　　　　　　　津田　元久
・○吉村公 男

　　　　　　都立 墨東病院
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・三 輪　　守 ・高 田　恒昭

〔目的〕

　ズーム イ メ ジ ア ン プ リフ
ァ イ ア に よ る間接撮影 と直接

撮影 の 必要線量比較を行う．

〔方法〕

　ズーム イ メ ジ ア ン ブ リファ イ ア を用 い た診断 シ ス テ ム

に う い て は Ilt，，8”，5”
視野に お け る 1A 間接撮影 と 3

瀕 の 分 割 サ イ ズ に お け る 直接撮影に つ い て表面線量，臥

位賻，立 位時に お ける散乱線分布 の 比較を行 な っ た．

〔結果〕

　 ズ ーム 1A 間接撮影時に お け る患者の 被曝 線量は 直接

ス ポ ッ ト撮影時に 比 べ て 11”

視野 の 時に は 全画サ イ ズ の

％，
5”

視野 の と き に は 4 分割 サ イズ の iA ．7，更に 術者

の 被 曝 線 量 は 11”

視野 の 時 に は 全 面 サ イ ズ の 緬，5”

視

野 の 時に は 4分割サ イ ズ の 1／L5 で あり，この 比 は術者

の 生 殖腺位置，頭部位署で 同 じで あり，散乱線量 の 最大

値 は 生 殖腺位置で は 90°方向に ，頭部位置 で は 210°方

向に 存在 して い る．

1D2．ズー
ム イ メ

ージ ア ン プ リフ ァ イ ア 透視に お ける線

　　 量 の 検討

　　　　　　都立 墨東病院

　　　　　　 船 僑 哲 哉 ・三 輪 　守 ・高 田 恒昭

　　　　　　　　　　　　 島津製作所

　　　　　　　　　　　　　 津 田　元久
・．占村公男

目的，方法 は省略・

〔結果〕

　〔D　表面線量 率 と表面積算線量 （表面線量率 と照射野

面積 の 積）を比較す る と 5 吋で は表面線量率は11吋 の 約

4倍で あるが ， 表面積算線量 は ズーミン グ とX 線絞りの

結果 5 吋 で は ll吋の 約 1／1．2 と減 少 して い る．

　  　ICRP 勧 告に よ る透視時の 線量率5R ／min に 対 し

て ll吋視野 （85〜90kVp
，
1皿 A）で 0．595〜O．665R／min ，

5 吋視野 （105〜110kVp ，2．5mA ）で 2．24〜2．49R ／min

で 勧告値よ り少な い．

　（3＞ 臥位時に お け る散乱線分布 の 最大値は床上 75cm

（生 殖腺位置）で 9  e

方 向，150¢ m （頭 部 位置） で 2／0°

方向に 存在 し，11吋視野 で は 5 吋視野の 1．4〜1．6倍 の 値

で ある．

　  　立位 ， 臥位時 90°方向に お ける散乱線分布と床上

高 さ の 関係は 11吋 5 吋共 150c皿 （頭部位置） に最大値が

あ り，立 位 5 吋 10mR ／h，’11吋 20mR ／h で 臥位 5 吋30

mR ／h，11吋 4DmR ／h で 5 吋の 方が は るか に 少 な い ．

103．9” 1．1．輝度 の 経 年変化 につ い て （第 2報）

　　　　　　 大阪府立 成人病 セ ン タ
ー
　放射線部

　　　　　　　佐 々 木靖広 ， 二 宮　 馨，月浦　康雄

　最近 ，
X 線 TV の 増加 に伴 っ て ，

　 IJ の 設置台数も増

加 して きた．そ こ で 1．工の 経年変化が問題 とな り，定期

的に
一

定条件 の ドに そ の 輝度を 測定 して ，そ の 減衰状態

を観測 した．外国 P 社製 IJ で は電圧が高 くな る程，い

わ ゆ る 高輝度に な る程，減衰 の 度合が 小で，国産 1・且 で

は減衰 の 度合が大 とな る．

　また，55kVp と 70kVp で は P社製 IJ は mA の 変化

に よ る 経年変化が 反 転 して い る．低電圧 で G9経年変化が

大 で ，低電 流では経 年変化が小で あ る．つ まり低電圧 ，
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